
Akashi College Year 2018 Course
Title 防災リテラシー

Course Information
Course Code 0014 Course Category Specialized / Compulsory
Class Format Lecture Credits School Credit: 1
Department Architecture Student Grade 1st
Term Second Semester Classes per Week 2
Textbook  and/or
Teaching Materials 「防災リテラシー」（森北出版）

Instructor NABESHIMA Yasuyuki,SAEKI Ryota
Course Objectives
(1)　わが国で発生する自然災害について理解し，減災・防災に関する知識・意識・技能を習得する。
Rubric

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
わが国で発生する自然災害につい
て詳細に説明でき，減災・防災に
関する知識を習得しているだけで
なく，行動できる。

わが国で発生する自然災害につい
て説明でき，減災・防災に関する
知識を習得している。

わが国で発生する自然災害につい
て説明できない。

Assigned Department Objectives
学習・教育到達度目標 (A) 学習・教育到達度目標 (B) 学習・教育到達度目標 (D)
Teaching Method
Outline 社会生活における様々な場面で、あるいは所属する組織において、減災・防災のリーダーとなるべく、災害を理解し減

災・防災に関する知識・意識・技能を習得するとともに、希望者には防災士資格の取得を目指す。
Style 各テーマの担当者による講義形式で行うが，クロスロードゲームような協同学習も含む。

Notice
災害が多発する先進国である日本で生きていくために、最低限知っておくべきことを学びます。現実の社会での出来事
にも関心を持って学習し、将来、防災リーダーとして活躍してもらうことを期待しています。　　
合格の対象としない欠席条件(割合)  1/3以上の欠課

Course Plan
Theme Goals

2nd
Semeste
r

3rd
Quarter

1st ガイダンス，災害とは わが国における近年の自然災害について理解し、防災
・減災の概念について説明できる。

2nd クロスロードゲーム 災害時にとっさの判断を適切にすることができる。

3rd 地震（地震のメカニズム，災害と住宅，南海トラフ地
震）

わが国における地震について発生原因など基本的な事
項ならびに住宅の耐震化について説明することができ
る。

4th 津波 地震に伴う津波の発生原因など基本的な事項について
説明できる。

5th 洪水災害（台風，豪雨災害） 台風や豪雨による洪水災害の発生要因やその防止・軽
減対策について説明できる。

6th 土砂災害（地震，豪雨災害） 地震や豪雨に伴う土砂災害の発生要因やその対策につ
いて説明できる。

7th 火災・救急・救助活動 火災などの災害発生時における救急・救助活動の現状
について説明できる。

8th 中間試験

4th
Quarter

9th ライフラインの被害と復旧 大震災でのライフラインの被害と復旧，災害に強いラ
イフラインの構築について説明できる．

10th 復興計画および復興まちづくり 地震などの災害発生後の復興計画や復興まちづくりに
ついて説明できる。

11th 災害時における電気・情報に関する話題 災害発生後の電気や情報に関する基本的な内容を説明
できる。

12th エネルギーと地球温暖化対策 エネルギー問題と地球温暖化対策について説明できる
。

13th 原子力と災害 わが国における原子力の現状とその災害について説明
できる。

14th 自主防災組織・地域防災計画・ハザードマップ 明石市の地域防災計画ならびに自主防災組織の活動に
ついて説明できる。

15th 災害リスクマネジメントと事業継続計画 災害時に対するリスクの評価ならびに対策について学
習し、事業継続計画について説明できる。

16th 期末試験
Evaluation Method and Weight (%)

試験 その他 Total
Subtotal 100 0 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 100 0 100
分野横断的能力 0 0 0


